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環境問題；コモンズの悲劇を越えて

三 田 村 強農業環境技術研究所 理事

環境という言葉

は，日常茶飯事の

ように使われるよ

うになった。ある

とき，真正面から

環境とは？と問わ

れたが，即座に答

えられず，躊躇し

たことがある。そ

れは，環境の中心に人をおくのか，他の生物を

おくのかによって，回答が大きく異なるからで

ある。作物の研究者は作物を中心におき，作物

を取り巻く有機的・無機的要素を環境としてと

らえる。ところが，一般家庭で話題になる環境

問題の多くは，人間にかかわることである。こ

のことは環境科学分野でも同様であり，人間を

中心に環境を扱っている。

ところで，人間を中心において環境問題を解

， ，決するとなると 自然環境の要素ばかりでなく

文化・社会的な環境を含む広範な要素を扱わな

ければならない。しかし，人間は経済や社会の

仕組みの中に強く組み込まれているから，環境

に対する認識・自覚の程度には，個人差がある

ばかりでなく，地域・民族・国の間にも差があ

り，環境問題の解決は複雑である。

この他に，環境問題は人間がもつ特性に影響

を受ける このことは , . 1968 が コ。 （ ） 「Hardin G

（ ） 」 。モンズ 共有地 の悲劇 で明快に述べている

この論文の要点は，たとえば，100頭の羊を養

うことが可能な共有地があり，この共有地は10

人が自由に利用することができると仮定する。

もし，10人の利用者が10頭の羊を放牧すれば，

そこに生育する牧草が不足することなく，羊を

飼うことができる。しかし，この中の１人が11

頭の羊を放牧したとすると，１頭分の牧草の不

足分を10人が平等に受け，11頭放牧した人は１

頭分の利益を独り占めできる。さらに多くの人

が10頭以上の羊を競って，放牧するようになる

と，最終的には共有地は崩壊してしまう。この

ように，環境問題は共有地の利用問題と，どこ

か，共通した性質がある。どうやら，人間は最

初の破壊行為に対して鈍感であり，破壊し尽く

すまで，気がつかないというもろさをもつよう

である。

共有地は，わが国でも古くから森，川，海に

あった。なかでも，放牧や採草利用のための共

有地は全国各地にあった。共有地の利用にあた

っては，この利用組合の規定を守ることによっ

て，持続的利用を可能にしてきた。しかし，明

治以降，山林の官民所有区分が厳しくなり，そ

して現代に入り，地価の高騰，利用権の売買な

， 。どの影響を受け 共有地利用は急速に衰退した

この共有地の意義は，飼料や堆肥を農民に提

， ，供するばかりでなく 利用されることによって

共有地内の樹木の天然更新，猛禽類の餌場の提

供，そして固有の動植物を豊富に育むなどの役

割を果たしてきたことにある。しかし，共有地

の利用の衰退とともに，このような機能も，生

物も消失した。われわれは，この利用形態が崩

壊して初めて，人間に提供されていたこれらの

機能あるいは資源が失われたことに気づいた。

同様に，その他の環境資源についても，持続可

能な利用を達成することによって，新たな機能

や資源が生まれる。われわれは，それらを自然

科学的手法で事前に解明することが必要であ

る。
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